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響については，1940 年代後半から Radiation Effect Foundation などによって広島・長崎の被
爆者および被爆二世の追跡調査が実施されている。最近の報告としては，Grant, Furukawa, 
Sakata, Sugiyama, Sadakane, Takahashi, Utada, Shhimizu, & Ozasa (2015) による，原爆投下後 
62 年間の追跡調査があり，広島と長崎の被爆二世に有害な健康影響は認められなかったと
している。この他にも多くの研究がなされたものの，現時点では被爆二世に関して明確な
遺伝的影響は実証されていない (National Research Council, 2006)。 
しかし，被爆二世への研究はこれまで，こうした遺伝的側面に終止しており，心理的影
響についてはほとんど目が向けられてこなかった (Ben-Ezra, Palgi, Soffer, & Shrira, 2012; 
澤田, 2011; 友池, 2007)。数少ない実証的調査研究からは，被爆二世の日頃の遺伝的影響へ
の認識が，健康への不安に影響を与える可能性や，原発事故の発生という放射能の脅威が
高まる事象が起きた際に，被爆者の子孫であるかどうかにより，放射能への不安に差異が













平和に関する心理学的研究に関しては，国外では平和心理学 (Peace Psychology) として
位置づけられ，戦争やテロに対する認識や価値観が個人の態度に及ぼす心理的影響など，
様々な知見が積み重ねられている (e.g., Cohrs, Moschner, Maes, & Kielmann, 2005)。また，
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ちらかが被爆者である被爆三世 50 名，被爆者の知り合いがいない 50～69 歳の成人 50 名，
被爆者の知り合いがいない 30～49 歳の成人 50 名，計 200 名 (男性 129 名，女性 71 名) を
対象とした。調査はインターネット調査会社 (楽天リサーチ株式会社) に委託し，その Web
モニターのうち，上記の条件を満たす者を対象として実施した。平均年齢は 48.6 歳 




 Anderson (2004) による平和の定義を基に，平和に対する認識を測定する尺度を作成した。
平和には，対立 (violence) と調和 (harmony) の２つの要素があり，平和は“対立がない状
態”かつ“調和がとれている状態”と定義される (Anderson, 2004)。また，平和を測定す









 戦争に対しての態度を測定する尺度を作成した。Peace-test (Grussendorf, McAlister, 
Sandstrom, Udd, & Morrison,	2002) を参考に作成した。Peace-test は戦争を支持する程度を測













で構成されている。本研究では，各因子より因子負荷量が.60 以上の項目，計 32 項目を選
んで使用した。“全く当てはまらない”～“非常に当てはまる”までの４件法で測定した。	
２－４．精神的健康 
 精神的健康は，抑うつを捉える尺度である CES-尺度 (Center for Epide-mio1ogic Studies 










分析には R for macOS (ver.3.4.0) (R Core Team, 2017) を用いた。また，データの整形と可
視化に tidyverse (Wickhman, 2017)，記述統計量の計算と相関係数の差の検定に psych  

























者でない者 (被爆三世対照群) ) と性別を独立変数とした２要因分散分析を実施した。 
	 戦争参戦への態度を従属変数として分析したところ，いずれの参戦理由についても交互
作用と群の主効果は認められず，性別の主効果のみが有意であった (Table 5)。いずれの従
属変数においても，男性のほうが女性よりも高い得点を示した (Figure 1)。 








M SD Min Max SE
G 3.23 0.52 1.12 5.00 0.04
 0G 3.79 1.06 1.00 5.00 0.07
G 3.69 0.79 1.00 5.00 0.06
1G 3.06 0.83 1.00 5.00 0.06
G 3.45 0.88 1.00 5.00 0.06
G 3.35 0.76 1.00 5.00 0.05
OG 3.29 0.86 1.00 5.00 0.06
7G 2.64 0.92 1.00 5.00 0.07
B5G 2.60 0.91 1.00 5.00 0.06
!> 2.52 0.56 1.00 4.50 0.04
 0!> 1.71 0.99 1.00 5.00 0.07
!> 1.94 0.96 1.00 5.00 0.07
1!> 2.50 0.86 1.00 4.00 0.06
!> 2.27 0.93 1.00 5.00 0.07
!> 2.58 0.90 1.00 5.00 0.06
O!> 2.68 0.93 1.00 5.00 0.07
7!> 3.40 0.90 1.00 5.00 0.06
B5!> 3.12 0.92 1.00 5.00 0.07
**^])# 3.00 0.90 1.00 5.00 0.06
K.,aWZ]* 3.27 1.19 1.00 5.00 0.08
;aW`Z_]* 2.94 1.10 1.00 5.00 0.08
A][UTa`Z_]* 3.46 1.06 1.00 5.00 0.07
B]:a=Y`Z_]* 2.88 1.13 1.00 5.00 0.08
HV*a-+XZ]* 2.46 1.16 1.00 5.00 0.08
Q6C 3.24 0.59 1.38 4.72 0.04
330^](& 3.50 0.81 1.00 5.00 0.06
"?'I 3.73 0.84 1.33 5.00 0.06
/6C 3.84 0.68 1.80 5.00 0.05
S
L]FR 3.51 0.74 1.00 5.00 0.05
Q2P^])# 3.21 0.71 1.00 4.80 0.05
E6C 2.48 0.94 1.00 5.00 0.07
CES-D 1.65 0.44 1.00 3.10 0.03
J9$\!Y`%M 2.55 0.61 1.00 4.00 0.04
%4	 1.93 0.58 1.00 4.00 0.04
N@[8\!Y`9D< 2.62 0.51 1.00 4.00 0.04
Table 1 
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32 .25 ** -.08 **
* ! .34  .05

32 '! -.09 ** -.36 **
* '	&32 -.02  -.33
! )%2#( .69 ** .45 **
)%2#( '	&32 .75 ** .53 **
* CESD -.02 † -.35 *





! + df SS MS F p
-;147 ) 3 0.46 0.15 0.12 .95

 1 30.22 30.22 23.44 .00
$ 3 4.80 1.60 1.24 .30
# 192 247.49 1.29
&;1:497 ) 3 0.12 0.04 0.03 .99

 1 12.80 12.80 10.94 .00
$ 3 3.71 1.24 1.06 .37
# 192 224.65 1.17
(76/.;:497 ) 3 4.96 1.65 1.55 .20

 1 9.40 9.40 8.80 .00
$ 3 2.27 0.76 0.71 .55
# 192 205.05 1.07
*7%;'3:497 ) 3 0.28 0.09 0.08 .97

 1 12.51 12.51 10.27 .00
$ 3 6.43 2.14 1.76 .16
# 192 233.91 1.22
,0;247 ) 3 4.90 1.63 1.25 .29

 1 7.45 7.45 5.69 .02
$ 3 2.16 0.72 0.55 .65
# 192 251.25 1.31
Table 5 87;!524	 	"
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 * df SS MS F p
%%!87 ) 3 5.43 1.81 2.79 .04

 1 1.57 1.57 2.42 .12
' 3 0.68 0.22 0.35 .79
$ 192 124.39 0.65
(. ) 3 1.40 0.47 0.68 .57

 1 3.66 3.66 5.31 .02
' 3 3.62 1.21 1.75 .16
$ 192 132.36 0.69
 &+ ) 3 1.03 0.34 0.76 .52

 1 2.81 2.81 6.18 .01
' 3 1.18 0.39 0.87 .46
$ 192 87.17 0.45
3/7-2 ) 3 3.23 1.08 2.04 .11

 1 3.14 3.14 5.95 .02
' 3 0.82 0.27 0.52 .67
$ 192 101.34 0.53
1#087 ) 3 1.94 0.65 1.28 .28

 1 1.53 1.53 3.03 .08
' 3 0.51 0.17 0.34 .80
$ 192 97.13 0.51
,&+ ) 3 2.76 0.92 1.06 .37

 1 1.53 1.53 1.76 .19
' 3 3.00 1.00 1.15 .33
$ 192 166.70 0.87
Table 6 1&+9645		"
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示 すエ ビデンスは認められていない 	 (van Ijzendoorn, Bakermans-Kranenburg, & 
Sagi-Schwartz, 2003)。一方，質的研究や臨床事例において，PTSD への脆弱性	(Yehuda, 
Schmeidler, Giller Jr, Siever, & Binder-Brynes, 1998; Yehuda, Halligan, & Bierer,	 2002)，ストレ
スフルな出来事に対するコーピングの困難さ	(Baider, Peretz, Hadani, Perry, Avramov, & 










 ( df SS MS F p
*$2.4+ ' 3 1.06 0.35 0.98 .40
 1 2.84 2.84 7.89 .01
" 3 0.35 0.12 0.32 .81
  192 69.23 0.36
!	 ' 3 0.30 0.10 0.30 .82
 1 2.04 2.04 6.23 .01
" 3 0.97 0.32 0.99 .40
  192 62.82 0.33
,&1#2.4$)% ' 3 1.18 0.39 1.57 .20
 1 0.19 0.19 0.78 .38
" 3 1.55 0.52 2.07 .11
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